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第2112回 例会プログラム 会　員　慶　事
●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12 : 30 
●ロータリーソング／奉仕の理想　 
●内　　　容／「財産区の現状について」 
　　　　　　　御殿場市御殿場地域振興センター
              所長　鎌野　茂様

★12 : 30点鐘　★東山荘
★フジドリームエアラインズ㈱
　と静岡空港の今後 
　フジドリームエアラインズ㈱
　営業部長　青山修一様

11月26日の例会
次　回
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御殿場ロータリークラブ
モバイルサイト

鈴木榮一
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　11月８日（日）、秋の行楽シーズンで行き帰りとも渋滞する中、第2620地区・地区大会第二日
目に参加いただきました皆さまには、遠路甲府までご苦労さまでした。
　大会は菅生RI会長代理出席の中、飯田祥雄ガバナーの挨拶、RI会長メッセージ、現況報告など
に続いて本会議が行われ11件の大会決議がなされました。その中から主なものを報告させていただきます。
　まずRI第2620地区、2010～2011年度の地区大会は浜松南ロータリークラブのホストにより浜松市で開催すること、次
に2012～2013年度ガバナーノミニーに沼津ロータリークラブの積惟貞君が選出されました。それから2008～2009年度地
区財務の監査報告があり、記念事業として米山記念館への特別寄付を行うことが決まりました。午後は各委員会の報告
に続いて、各種の表彰があり御殿場ロータリークラブは「年間出席率優秀クラブ」として表彰されました。
　また私と幹事二人で出席致しました、前日７日（土）の第一日目の大会には、初めての試みとして、各クラブが事前
に提出したアンケート調査に基づいた「地区指導者育成セミナー」が開催されました。地区研修委員会の井上雅雄委員
長が担当されまして、会員増強、CLP、DLPなどについてディスカッションが行われましたが、どういう訳か御殿場RCの
私が一番最初に指名され意見を求められました。突然のことで驚きましたが私の考えを述べさせていただきました。
　事前アンケートの内容の主なものは、「増強の緊急性」は感じられているか？　「会員増強について」どのように考
えるか？　「CLPの長期計画について」どのように策定しているか？　といった質問がありました。
「緊急性について」は、御殿場ロータリークラブは緊急性を感じていない。
「会員増強について」は、最近のロータリーは会員の数を増やすことに集中しすぎていると思う。　
会員の数に固執するあまり質の低下を招いてしまうことが心配である。
会員数の増大を図るあまり“安易な規定の緩和”を行ったことに大いに疑問を感じています。
クラブの会員数は、運営していく上で60名前後が理想的だといわれます。御殿場RCは10数年前に会員数が60名を越えて
からそれを維持している。そのためか、スムースにクラブが運営されていますので"無理な増強"はしないで、会員が減っ
たらその人数を増やしていく位でよいのではないか。もちろんロータリーアンとして相応しい候補者が見つかった時は
増強して行けばよいと思う。 
「背伸びをしない謙虚なクラブ」という伝統を守って、小さくとも質の良いクラブになればいい。
「CLP」については、研究グループをつくって検討した結果、現状の規模であれば無理に導入する必要はないといった
ことです。
　増強一辺倒の姿勢の中、RI会長代理、飯田ガバナー、それから役員の皆さまは、私の考えをどのようにお感じになら
れたかわかりませんが、第2620地区の一クラブの意見として、少しでも取り入れていただければと思っています。

会長挨拶

●会員誕生日／11月19日　藤田昇司君　11月20日　勝又博文君 
　　　　　　　11月25日　鈴木榮一君 
●結婚記念日／11月19日　井上　元君 浩子様ご夫妻
　　　　　　　11月21日　勝又敏樹君 一代様ご夫妻 
　　　　　　　11月24日　斎藤　衛君 真夕美様ご夫妻 
　　　　　　　11月25日　勝又敏雄君 美津代様ご夫妻 
　　　　　　　11月25日　高村繁男君 博子様ご夫妻



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○鈴木　榮一
幹　　　事○勝又　　洋
会報委員長○斎藤　　衛

第2620地区

富士山自然誌研究会 
会　長

菅原久夫様
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会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

60名 59名 50名 84.75％ 100％

欠席者（９名）の出席報告11
12

「富士山、 
自然からのメッセージ」

　富士山は大学の卒論で取り上
げて以来、ずっと関わってきま
した。現在は長泉町に住み、毎
月調査会・研究会を行っていま
す。
　太宰治は富嶽百景の中で「富
士山には月見草がよく似合ふ」
と名文を残しましたが、自然科
学の面から言うと異論がありま
す。月見草は正式にはオオマツ
ヨグサ、明治になって北アメリ

カから入ってきた外来種です。一番似合うのは富士山
固有種のフジアザミです。また、最近コスモスが一面
に咲いた富士山の写真入りの名刺をもらう事があります。
しかし、巻狩りで伝えられる以前の大昔から富士山の
ふもとには茅原があり、屋根を作ったり飼料や肥料に
重宝していました。歴史も踏まえその土地に合った植
物といえば、富士山には茅原もよく似合います。
　自然界にはヒエラルキーといって階層構造があります。
つまり、個（部分）と全体の絶妙な調和と平衡の上に
物事が成り立っているという考えです。私の専門の富
士山の植生で言えば、周辺の茅原、今は貴重なブナの森、
青木ヶ原の檜の森、上の方の雪崩が起こったあとに生
えるフジアザミ、そういった個々がバランスをとって

全体が成り立っている訳です。1960年にはイギリス人
のラブロックが、地球を自己調節能力を持ったひとつ
の生命体とみなすガイア仮説を唱え、その後の環境に
関する考えに大きな影響を与えました。
　本当に価値あるものとは、長い歴史ではぐくまれた
文化財と同じように、地球46億年の進化の過程ででき
た富士山固有の自然こそ大切な宝、自然財だと思います。
あえて人間が手を加え画一的な環境を作ってしまわな
いように、自然の多様性を大事にすべきです。今の富
士山の姿は５千年前から噴火を繰り返してできましたが、
一方で大沢崩れのように崩壊も始まっています。今の
美しい姿を見ることができるのは奇跡だと思います。
それだけでなく宇宙や地球の生命の誕生の歴史、今こ
うやって皆さまと会える事、それもすべて奇跡だと思
います。
　ロータリークラブの皆さまも「富士山にはフジアザ
ミがよく似合ふ」という自然科学的な考えを持って、いっ
そうご活躍いただきたいと思います。

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

秋田　敬君・井上　元君・石田　恩君・勝間田太住君 
根上陽一君・大森清治君・齋藤　保君・山内強嗣君 
山　伊久雄君

ガバナー表彰
年間出席率優秀クラブ第1位


